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契約・調達管理会議 委員一覧 

 

委員長 
監査法人ナカチ（公認会計士） 

鵜川 正樹 

委 員 
弁護士法人北浜法律事務所（弁護士） 

滝口 広子 

委 員 
公益財団法人日本陸上競技連盟事務局経営企画部管理課長 

森谷 真咲 

委 員 
公益財団法人東京 2025 世界陸上財団総務企画室財務副部長（契約・調達課長事務取扱） 

川口 貴史 

委 員 
東京都生活文化スポーツ局事業調整担当部長 

三浦 大助 

委 員 
東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部事業調整第一課長 

中山 正晃 



資料２ 

令和 6 年４月１０日 
 

契約・調達管理会議の付議基準について 

 

これまで世界陸上財団の設立時より、適正な精査及び確認のため、契約・調達

管理会議設置要綱に定める付議基準と異なる基準を適用してきたことについて、

契約案件の適正な精査・確認体制を構築できたことを踏まえ、今後は要綱に定め

る以下の付議基準により会議を運用する。 
 

付 議 案 件 付 議 基 準 

委託契約及び物品の買入れその他の契約 ２，０００万円以上 

工事請負契約 ４，０００万円以上 

 

【参考】 

第２条 本会議は、前条の目的を達成するため、財団において本大会の準備、運営のために契約締結

を予定する案件のうち、次に掲げる事項に当てはまる案件について、契約手続（予算執行、調達方

式及び予定価格の決定、指名競争入札参加者の適格性の判定及び選定等）及び契約締結（調達価格

及び契約相手方の決定、入札手続きの適格性の判定等）が適正に実施されているかについて、精査

及び確認を行う。 

 

（１）契約手続前 

次に掲げる事項のうち、いずれかに当てはまる案件について、入札実施前に精査、確認を行う。 

ア 一件の予定価格２千万円以上の委託契約及び物品の買入れその他の契約 

イ 一件の予定価格４千万円以上の工事請負契約 

ウ 特命随意契約（予定価格 50 万円以上） 

エ 総合評価方式による契約 

オ プロポーザル方式による契約 

カ 収入案件（スポンサー契約関係） 

キ 社会全般に影響を及ぼすおそれのある案件及びその他本会議において精査、確認を必要とす

る案件 



参考 

令和５年７月１８日 
 

契約・調達管理会議の付議基準について 

 

新たに一般財団法人東京2025世界陸上財団が設立されたことを踏まえ、当面の

間、適正な精査及び確認を実施するため、契約・調達管理会議設置要綱第２条

（１）に基づき、以下の付議基準によることとする。 

 

付 議 案 件 付 議 基 準 

委託契約及び物品の買入れその他の契約 ３００万円以上 

工事請負契約 ８００万円以上 

 

【参考】 

第２条 本会議は、前条の目的を達成するため、財団において本大会の準備、運営のために契約締結

を予定する案件のうち、次に掲げる事項に当てはまる案件について、契約手続（予算執行、調達方

式及び予定価格の決定、指名競争入札参加者の適格性の判定及び選定等）及び契約締結（調達価格

及び契約相手方の決定、入札手続きの適格性の判定等）が適正に実施されているかについて、精査

及び確認を行う。 

 

（１）契約手続前 

次に掲げる事項のうち、いずれかに当てはまる案件について、入札実施前に精査、確認を行う。 

ア 一件の予定価格２千万円以上の委託契約及び物品の買入れその他の契約 

イ 一件の予定価格４千万円以上の工事請負契約 

ウ 特命随意契約（予定価格 50 万円以上） 

エ 総合評価方式による契約 

オ プロポーザル方式による契約 

カ 収入案件（スポンサー契約関係） 

キ 社会全般に影響を及ぼすおそれのある案件及びその他本会議において精査、確認を必要とす

る案件 



資料３

　

入札・契約手続き等確認結果

・東京2025世界陸上サポーター（チケッティングサービス）
　スポンサーシップ契約
・東京2025世界陸上チケッティング業務委託

区分 その他

件名

案　件　概　要

共　　　通 契約締結前付議理由

付議基準

所管部署
業務室業務開発部業務開発課

FA：Marketing

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（一般競争入札）

内　　容

〇 スポンサーシップ（企業協賛）を通じた大会の収入確保と、円滑なチケット販
売を目的として、スポンサーシップ契約者とチケッティング業務委託（調達契約）
の受託者を同時に募集し、同一の事業者と契約を締結

〇スポンサーシップ契約の協賛基準額とチケッティング業務委託の調達基準額を公
表した上で、各々について入札を実施し、その入札価格の差が最小となる事業者を
優先交渉者（落札候補者）に決定

【スポンサーシップ契約】
　カテゴリー：チケッティングサービス
　契約期間：契約締結日から令和７年12月21日まで
　協賛基準額：１００，０００，０００円（税抜）

【チケッティング業務委託】
　概要：
　・チケット販売に必要なチケッティングシステムの提供
　・チケット販売業務（事前販売、当日販売、チケットに関する会場運営）
　契約期間：契約締結日から令和８年２月27日まで
　調達基準額：５８０，０００，０００円（税抜）



収入案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 東京2025世界陸上サポーター（チケッティングサービス）スポンサーシップ契約
契約方式 競争入札（一般競争入札）　※スポンサー契約と調達契約の同時入札

確認内容 備　考
契約手続の適正性

財団での意思決定プロセスの手続き
が適正に取られたものであること

●本案件は、一般財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、契約手続の決定が行わ
れていることを確認した。

公募カテゴリーが適切であること
●本案件は、カテゴリーリリース契約に則ったカテゴリーであることを確認した。

●カテゴリーの対象となる製品／サービスが明確に記載されていることを確認した。

販売プロセスが適切であること ●「スポンサーシップ販売方針」に従い、適切な販売プロセスがスケジュールされていることを確認した。

優先供給権の内容が適切に示され
ていること ●供給優先権の対象となる調達が見込まれる場合、調達の概要が適切に示されていることを確認した。

募集方式の精査・確認

募集方式が妥当なものであること
●公募を原則として入札手続を行うことを確認した。

●特定の企業に有利／不利な公募内容となっていないことを確認した。

確認の視点



契約・調達案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 東京2025世界陸上チケッティング業務委託
契約方式 競争入札（一般競争入札）※スポンサー契約と調達契約の同時入札

確認内容 備　考
契約手続きの適正性
発注組織での意思決定プロセスの
手続きが適正に取られたものである
こと

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、事業執行の決定が行わ
れていることを確認した。

大会経費として妥当なものであること

●本案件は、東京2025世界陸上競技選手権大会の準備・運営におけるチケッティングに係る事業であり、財団の
役割に基づく業務内容であることを確認した。

●運営・準備等に必要な項目であり、対象経費として妥当であることを確認した。

事業執行にあたり、仕様書の内容が
適切なものであること

●業務内容が簡潔、詳細かつ正確に記載されていることを確認した。

●業務履行上の費用負担が明記されていることを確認した。

予算執行が適正なものであること ●大会の準備・運営を進めていくにあたり、適正な予算執行であることを確認した。

予定価格が妥当なものであること ●市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

契約方式の精査・確認

契約方式が妥当なものであること ●スポンサーシップ販売方針に沿って、協賛と調達を同時に入札することを確認した。

確認の視点



資料４

　

区分 その他
案　件　概　要

共　　　通

件名 東京2025世界陸上競技選手権大会における
会場運営等に係る基本計画策定等業務委託 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

開札日時：令和６年３月15日　13時

財団において、落札候補者へのヒアリング（見積額の妥当性、
仕様書の理解、執行体制等）や公表情報（落札候補者のHP等）
を通じて、信用実績などを確認しており、落札候補者が履行能
力のある事業者であることを確認している。

所管部署
業務室会場調整部会場調整課

FA：Venue Management

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（希望制指名競争入札）

内　　容

〇円滑な大会運営に向けて、運営にかかわる各種事項（諸室配
置、ステークホルダー動線、什器、清掃、観客対応等）を検討
し基本計画を作成する。

〇主な委託内容は以下のとおり

【会場運営基本計画の作成】
　競技会場・ウォームアップ会場・練習会場等について、会場
運営に必要な基礎的な計画（諸室の配置、ステークホルダーの
動線、サイネージの配置、ゾーニング等の検討）を作成

【観客サービス計画の作成】
　会場における観客サービスの提供に係る計画（観客動線、運
営体制、サービス内容等の検討）の作成

○契約期間
　契約確定の日の翌日から令和６年７月31日まで

契約締結前付議理由

付議基準 入札結果が「低入札」



落札項目

所管部署

契約番号

開札日時

開札場所

件名

落札者氏名

落札者住所

落札金額

備考

No 入札者氏名

1 株式会社ＳＰＯＲＴＳ　Ｅｄｇｅ

2 ＴＳＰ太陽株式会社

3 株式会社ＪＴＢ

4 株式会社ヒト・コミュニケーションズ

5 株式会社シミズオクト

6 株式会社コングレ

令和6年3月15日　13時00分

入札経過調書

落札者情報

落札内容

業務室会場調整部会場調整課

05-047

入札金額(税抜） 備考

一般財団法人東京2025世界陸上財団

東京2025世界陸上競技選手権大会における会場運営等に係る基本計画策定等業務委託

株式会社ＳＰＯＲＴＳ　Ｅｄｇｅ

東京都港区東新橋一丁目８番１号

4,289,450円

入札経過情報

3,899,500円

9,834,000円

12,100,000円

・入札金額は、消費税及び地方税の額を含まない金額である。

・落札金額は、入札金額に記載している金額に100分の10に相当する金額を加算したものである（１円未満の端数が生じた

ときは、その端数金額を切り捨てる（単数単価契約の場合を除く。）。）。

16,830,000円

31,891,200円

記事

30,000,000円



契約・調達案件　個別確認表（契約締結前）

案件名 東京2025世界陸上競技選手権大会における会場運営等に係る基本計画策定等業務委託
契約方式 競争入札（希望制指名競争入札）

確認内容 備　考
落札価格及び契約締結の適正性 

指名業者数が適切であること ●公益財団法人東京2025世界陸上財団の指名業者選定基準等に基づき、契約区分及び予定価格に応じ
た適切な数の業者を指名していることを確認した。

業者選定理由が適切である
こと

●東京都の「指名停止等一覧」などに基づき、不適格事業者でないことを確認した。

●履行実績等を踏まえ、業者を選定した理由が適切なものであることを確認した。

●業者の選定にあたり、利益相反の立場にある者が意思決定過程に関与していないことを確認した。

落札価格が予定価格を超過し
ていないこと ●落札価格が予定価格を超過していないことを確認した。

その他

低入札であるが、入札手続き
等が適正であること

●調達方式が妥当な方法であることを確認した。

●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

●落札者へのヒアリングや公表資料から、落札者が履行能力に問題がない業者であること、仕様内容が落札者に
正確に伝わっていることを確認した。

確認の視点



資料５

　

区分 その他
案　件　概　要

共　　　通

件名 東京2025世界陸上競技選手権大会マラソン・競歩にお
ける競技実施計画等策定支援業務委託 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

開札日時：令和６年３月15日　13時

財団において、落札候補者へのヒアリング（見積額の妥当性、
仕様書の理解、執行体制等）や公表情報（落札候補者のHP等）
を通じて、信用実績などを確認しており、落札候補者が履行能
力のある事業者であることを確認している。

所管部署
競技運営室競技運営部競技運営課
FA：Competition Management

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（希望制指名競争入札）

内　　容

〇世界陸上大会マラソン・競歩競技において、レースを安全・
確実かつ円滑に実施するため、競技特性を十分に考慮して、交
通規制の実施方法、必要人員の配置等の計画を含むコースや会
場周辺等における総合的な競技実施計画案を策定する。

〇主な委託内容は以下のとおり

　【各種計画の策定】
　　●競技運営計画（審判員・ボランティア等の人員
　　　配置、車両配置、給水所設置計画等）
　　●交通規制関連計画(道路状況等の把握実地踏査、
　　　スケジュール、迂回路、住民告知手法計画等)
　　●設営関連計画(コース上における設置物、選手のため
　　　のガイドラインマーキング要否の精査等)
　【関係団体との調整】
　　●各計画策定に必要な関係各所との調整（道路管理
　　　者・警視庁・自治体・沿道事業者・沿道住民等）
　【計測】
　　●コース計測に関する業務（予備計測含む）の実施

○契約期間
　契約確定の日の翌日から令和６年10月31日まで

契約締結前付議理由

付議基準 入札結果が「低入札」



落札項目
所管部署
契約番号
開札日時
開札場所

件名
落札者氏名
落札者住所
落札金額

備考

No 入札者氏名
1 株式会社ＳＰＯＲＴＳ Ｅｄｇｅ
2 株式会社アイアンドエスビービーディオー
3 株式会社朝日新聞社
4
5
6

・入札金額は、消費税及び地方税の額を含まない金額である。

・落札金額は、入札金額に記載している金額に100分の10に相当する金額を加算したものである（１円未満の端数が生じた

ときは、その端数金額を切り捨てる（単数単価契約の場合を除く。）。）。

記事

 4,990,000円
38,502,530円

辞退

入札金額(税抜） 備考

一般財団法人東京2025世界陸上財団
東京2025 世界陸上競技選手権大会マラソン・競歩における競技実施計画等策定支援業務委託

株式会社ＳＰＯＲＴＳ Ｅｄｇｅ
東京都港区東新橋一丁目８番１号
5,489,000円

入札経過情報

令和6年3月15日 13時00分

入札経過調書

落札者情報
落札内容

競技運営室競技運営部競技運営課
05-050



契約・調達案件　個別確認表（契約締結前）

案件名 東京2025世界陸上競技選手権大会マラソン・競歩における競技実施計画等策定支援業務委託
契約方式 競争入札（希望制指名競争入札）

確認内容 備　考
落札価格及び契約締結の適正性 

指名業者数が適切であること ●公益財団法人東京2025世界陸上財団の指名業者選定基準等に基づき、契約区分及び予定価格に応じ
た適切な数の業者を指名していることを確認した。

業者選定理由が適切である
こと

●東京都の「指名停止等一覧」などに基づき、不適格事業者でないことを確認した。

●履行実績等を踏まえ、業者を選定した理由が適切なものであることを確認した。

●業者の選定にあたり、利益相反の立場にある者が意思決定過程に関与していないことを確認した。

落札価格が予定価格を超過し
ていないこと ●落札価格が予定価格を超過していないことを確認した。

その他

低入札であるが、入札手続き
等が適正であること

●調達方式が妥当な方法であることを確認した。

●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

●落札者へのヒアリングや公表資料から、落札者が履行能力に問題がない業者であること、仕様内容が落札者に
正確に伝わっていることを確認した。

確認の視点


